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石
造
文
化
財
と
い
う
、
呼
び
名
は
戦
後
経
済
の
、
高
度
成
長
に
伴

っ
て
、
文
化
財
の
保
護
が
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
る
傾
向
が
生
じ
た
た
め
、
こ
れ
に
対

応
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、
い
ろ
い
ろ
の
文
化
財
の
う
ち
石
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
の
総
称
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

近
年
経
済
の
発
展
に
伴
う
、
地
域
の
人
び
と
の
生
活
や
信
仰
の
変
化
に
よ

っ
て
、
古
い
姿
が
失
わ
れ
る
お
そ
れ
が
で
て
き
ま
し
た
。
特
に
石
造
文
化

財
は
多
く
が
道
路
わ
き
や
辻
に
あ
る
た
め
、
道
路
の
拡
張
と
か
、
土
地
造
成
の
関
係
で
、
場
所
が
変

っ
た
り
、
散
逸
す
る
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
ま

す
。当

委
員
会
で
は
、
こ
う
し
た
事
情
を
考
慮
し
て
、
石
造
文
化
財
の
う
ち
と
り
あ
え
ず
そ
の
保
護
の
上
で
緊
急
性
の
高
い
、
道
祖
神

・
道
じ
る
べ
な
ど

を
、
調
査
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。　
　
‐

こ
れ
ら
の
石
造
物
を
つ
く

っ
た
人
と
か
時
期
な
ど
は
、
大
部
分
不
明
で
す
が
、
私
た
ち
の
祖
先
が
生
活
し
た
社
会
に
お
け
る
貴
重
な
遺
産
で
あ
る
こ

と
は
た
し
か
で
す
。

い
く
ら
生
活
水
準
が
あ
が

っ
て
も
、
文
化
が
発
展
し
て
も
、
貴
重
な
文
化
遺
産
は
大
切
に
保
護
し
て
後
世
に
受
け
つ
い
で
、
ゆ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
出
版
物
が
動
機
に
な

っ
て
、
道
祖
神
や
道
じ
る
べ
を
た
ず
ね
る
人
が
ふ
え
、
そ
の
姿
や
伝
承
に
ふ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
石
造
文
化
財
を
よ
り

深
く
理
解
す
る
人
の
ふ
え
る
こ
と
を
願

っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

文
化
財
が
ひ
と
り
行
政
の
力
だ
け
で
保
存
で
き
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
思
う
と
き
大
ぜ
い
の
市
民
、
特
に
地
域
の
方

々
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
貴
重

な
石
造
文
化
財
が
保
護
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
を
心
か
ら
期
待
申
し
あ
げ
ま
す
。

こ
の
出
版
物
を
刊
行
す
る
に
あ
た
り
、
調
査
を
担
当
さ
れ
た
、
文
化
財
審
議
委
員
を
は
じ
め
、
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
れ
た
多
く
の
市
民
の
方

々
に

深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

●

昭

和

五

十

年

三
月

岡

谷

市

教

育

委

員

会
教
育
長
　

久
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岡
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目

こ
の
本
に
の
せ
て
あ
る
道
祖
神
お
よ
び
石
桐

・
道
標
は
昭

和
四
十
七
年
度
に
行

っ
た
、
文
化
財
審
議
会
の
調
査
に
基

い
て
調
査
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

２
、
写
真
及
び
資
料
は
各
地
区
毎

に
ま
と
め
た
。

３
、
各
道
祖
神
及
び
石
桐

・
道
標
に
は

一
連
番
号
を
つ
け
末
尾

の
地
図
と
照
応
出
来
る
よ
う
に
し
た
。

４
、
実
測
寸
法
は
石
高

・
碑
幅
と
し
台
石
は
含
ま
な
い
。

５
、
岡
谷
市
の
場
合
、
道
祖
神

・
道
標

・
石
桐
の
所
有
者
は
ほ

と
ん
が
共
有
で
個
人
有
は
な
い
。

６
、
造
立
年
代
お
よ
び
伝
承
は
不
明
な
も
の
が
多
い
。

７
、
祭
祀
場
に
つ
い
て
は
現
在
よ
ば
れ
て
い
る
呼
び
名
と
し
た
。



道

祖

岡
谷
地
方

で
杞

ら
れ
て
い
る
道

祖
神

は
双
体
像
と
文
字
碑
が
多
く
石
桐

は
ま
れ
で
あ

る
。
道
祖
神

に
つ
い
て
は
近
年
多
く

の
研
究
者

や
各
市
町
村

の

文
化
財
関
係
な
ど

に
よ
る
調
査
が
行
わ
れ

て
あ
ら
た
め
て
、
人

々
に
見
な
お
さ
れ
て
き

て
い
る
。
ど
ん
な
関
係

で
太
古
か
ら
杞

ら
れ
て
来
た

の
か
定
説

は
な

い
が
伝
承
さ
れ

て
き

て
い
る
も

の
を
取

り
上
げ

て
お
お
方

の
参
考

に
し
た

い
。
諏
訪
地
方

で
は
諏
訪
市
文

出

の
道

祖
神

の
よ
う

に
猿

田
彦

の
命

（さ
る
た
ひ
こ
の
み
こ
と
）
・
天
宇
受
売

命

（あ
め
の
う
ず
め
の
み

こ
と
）
な
ど
と
神
名
を
刻
ん
だ
道
祖
神
が
あ

り

一
応
記
紀

に
よ
る
天
孫
降
臨

の
と
き

の

天
孫
族

の
道
案
内

を
し
た
と

い
わ
れ
る
神

々
で
あ

る
両
神
を
道

の
神

と
し
て
道

祖
神
衛
神

（み
ま
た
が

み
）

と
し

て
い
る
説
。
伊
奨
諸
尊

（
い
ざ
な
ぎ

の
み
こ
と
）
ｏ
伊
奨
再
尊

（
い
ざ
な
み

の
み
こ
と
）

の
黄
泉
平
坂

（よ
も

つ
ひ
ら
さ
か
）

に
お
け
る
神
話

の
な

か
に
伊
奨
諸
尊

（
い
ざ
な
ぎ

の
み
こ
と
）
が

黄
泉

（よ
み
）

の
国
か
ら
に
げ
帰

っ
て
来
る
時

に
追

っ
て
来
る
鬼
達

に
逃
げ
な
が
ら
投
げ
捨

て
て
く

る
枝

に

「
み
あ
れ
」

し
た
岐
神

（く
な
ど
か
み
）
・

長
道
磐
神

（な
が

ち
は
が

み
）
・
泉
門

（
よ
み
ど
）
を
塞

い
だ
大
石
が
塞

の
神

（さ
え

の
神
）
な
ど

で
い
ず
れ
も
道

祖
神

の
相
形

で
あ

る
と
さ
れ

て
い
る

男
女
両
神

（双
体
）
を

一
石

に
刻
ん
で
祭

る
道
祖
神

の
形
は
古
く
か
ら
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
石
像

に
刻

ん
で
あ

る
年
号

は
、
江
戸
時
代
中
期
以
後

の
も

の
が

ほ
と
ん
ど

で
あ

る
。
文
字
碑

は
双
体
像

に
く

ら
べ
て
あ
た
ら
し
く
双
体
像

の
か
わ
り
と
し

て
建
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
も

の
が
多

い
。
岡
谷
地

方

に
於
け
る
双
体
像

で
年
号

の
わ
か
る
最
古

の
も

の
は
承
応
三
年
と

い
わ
れ
る
新
屋
敷

の
も

の
で
、
文
字
碑

で
は
川
岸
志
平

に
あ

る
天
明
元
年
十

一
月

吉

日
の
刻

の
あ

る
も

の
で
あ

る
。
特
異
な
文
字
碑

と
し
て
は
長
地
芝
宮
境
内

に
あ

る
幸
之
神

（さ

い
の
か
み
）

の
刻

の
あ

る
も

の
が
諏
訪
地
方

で
は
唯

一
の
も

の
で
あ

る
。
道
祖
神

の
祭
事

は
お
事

（
こ
と
）

八
日

（十

二
月
八
日
と

二
月
八
日
）

に
行
わ
れ
ま
た

一
月
七
日
―
十
五
日
に
か
け
て
お
松
や
き

（し
め
焼
）

や
厄

な
げ

な
ど

の
年
中
行
事
が
行
わ
れ

て
い
る
。
土
地

の
古
老

の
話

で
は
…
…

「道
祖
神

は

へ
ば

い
神
様

で
他

の
神
様
達
が
出
雲

の
国

へ
神
集

（か
み

つ
ど

い
）

に
出
掛

る
時
も

る
す
番

に
ま
わ

っ
て
い
る
し
、
る
す
番
中

の
出
来
事

を
神
様
達

に
報
告

さ
れ
て
は
困
る
の
で
目
や

日
が
使
え
な

い
よ
う

に
顔
中

に
餅
を
塗
り

つ
け
ら
れ
た
り
し
て

い
る
」
…
…
と
庶
民

に
は
ご
く
身
近
な
神

様

で
あ

る
。

ほ
ん
ら

い
は
道
境

や
部
落
境

に
杞

ら
れ
ま
た
長
地
地
区

の
横
川
や
川
岸

の
新
倉

・
駒
沢
な
ど

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
部
落

の
辻

々
に
杞

ら
れ

て
い
る
と

い

っ
た
所
も
あ

り
、
衛
神

（
み
ま
た
が

み
）
と
し
て
の
性
格
も
う
か
が
わ
れ
る
が
現
在

は
道
路

の
拡
幅

や
土
地
造
成

な
ど

に
よ

っ
て
、
杞

ら

れ
た
当
初

の
場
所

に
い
る
道
祖
神

は
ご
く
少
な
く
多

く
の
道
祖
神

は
社
地
な
ど

の
公
共
地

に
移
さ
れ

て
い
る
。
道
祖
神
を
杞

て
あ

る
場
所
を
道
祖
神
場

と
呼
び
子
供
達

の
遊
び
場

に
な

っ
て
い
る
。

昔

は

「
ほ
う
そ
」

や
流
行
病

（
は
や
り
や
ま
い
）

の
流
し
場
と
し
て
、
ま
た
安
産

や
嫁
取

り
な
ど

の
折

に
も
庶
民

に
祈
り
杞

ら
れ
よ
ろ
ず
相
談
引
受

所

の
お
も
む
き
が
あ

る
。
最
近

み
し

ゃ
ぐ
じ
信
仰
と
諏
訪
明
神
と

の

つ
な
が
り
、
道
祖
道
信
仰
と
み
し

ゃ
ぐ

じ
信
仰
と

の
関
係
、
ま
た
美
術
品
と
し
て

の
面

か
ら
の
研
究
な
ど
も
行
わ
れ

て
い
る
が
編
年

や
祭
指
な
ど

の
研
究

は
少
な

い
。

ネ申



―

今

井

道

祖

神

岡
谷
市
今
井
区
旧
道
屯
所
前

不
　
　
明

双

体

像

高

５０

ｃｍ
×
巾

７０

ｃｍ

な

　

　

し

所

在

地

造
立
年
代

像

の
形
態

大

き

さ

記

２
　
今
井
道
祖
神
三
体
〈口面
の
内
↓

所

在

地

造
立
年
代

像

の
形
態

大

き

さ

記

岡
谷
市
今
井
区
下
今
井
公
民
館
前

不
　
　
明

御
幣
刻
文
字
碑

高
８３
ｍ
×
巾
７０
ｃｍ

な

　

　

し



３
　
今
井
道
祖
神

三
体
〈口結
の
内
ι

所

在

地
　
岡
谷
市
今
井
区
下
今
井
公
民
館
前

造
立
年
代
　
明
治
三
十
四
年
三
月
二
十
日
再
建

像
の
形
態
　
文

字

碑

大

き

さ

一局
７０

ｃｍ
×
巾

５７

ｃｍ

記
　
　
　
　
間
下
村
境

に
あ
り
し
を
道
路
拡
巾

の
た
め

同
地

に
移
動

４
　

間

下
県
道
ぞ

い
道

祖
神

三
体
〈目指
の
内
↓

所

在

地
　
岡
谷
市
間
下
区
滝
の
上

造
立
年
代
　
不
　
　
明

像
の
形
態
　
文

字

碑

大

き

さ

一局
７８
ｃｍ
×
巾
５７
釧

記
　
　
　
　
今
井
村
と
の
境
に
あ
り
し
を
道
路
拡
巾
の
た
め

同
地
に
移
動

-3-



５
　
間
下
県
道
ぞ
い
道
祖
神
三
体
〈口祗
の
内
２

所

在

地

造
立
年
代

像
の
形
態

大

き

さ

記

岡
谷
市
間
下
区
滝

の
上

不
　
　
明

双

体

像

高

５０

ｃｍ
×
巾

３５

ｃｍ

伝
承
あ
り

６

・

７

所

在

地

造
立
年
代

像
の
形
態

大

き

さ

記

間
下
公
民
館
前
道
祖
神

含
藤
△口喧

岡
谷
市
間
下
区
字
間
下

右
　
不
明
　
　
　
左
　
不
明

右
　
双
体
像
　
　
左
　
双
体
像

右
　
一局
６５
ｃｍ
×
巾
５８
ｃｍ
　
　
左
　
一局
５５
ｍ
×
巾
５０
ｍ

な

　
　
し



所 ｀ 8

・
９
　
岡
谷
市
岡
谷
保
育
所
前
道
祖
神

三
体
〈口壺

在

地
　
岡
谷
市
岡
谷
区
小
部
沢
社
境
内

造
立
年
代
　
右
　
安
永
甲
午
年
五
月
吉
日

（
一
七
七
四
年
）

左
　
不
　
　
明

像
の
形
態

大

き

さ

記

左 右 左 右

双 双

体 体

像 像

高

７０

ｃｍ
×
巾

４５

ｃｍ

高

４５

ｃｍ
×
巾

３５

ｃｍ

岡
谷
地
方

で
は
、
子
供
が
道
祖
神
を

コ
ン
ボ
ー
タ
、　
コ
ン
ボ
ー
タ

と
は
や
し
て
石
で
こ
つ
こ
つ
掘

っ
た
た
め

に
道
祖
神

に
凹
穴
が
た

く
さ
ん
あ
る
。

こ
の
像

の
よ
う
に
顔

の
ま
ん
中

に
凹
が
あ
る
も

の

も
あ
る
。



１０
　

岡
谷

市

岡

谷

十

五
社

神

社

道

祖

神

所

在

地
　
岡
谷
市
岡
谷
区
十
五
社
参
道

造
立
年
代
　
不
　
明

（安
永
三
年
と
の
説
あ
り
）

像
の
形
態
　
双

体

像

大

き

さ

一口同
４５
ｃｍ
×
巾
５０
ｃｍ

記

　

　

　

な

　

し

＝
　
岡
谷
市
下
浜
湖
畔
街
道
添
い
道
祖
神

所

在

地

造
立
年
代

像

の
形
態

大

き

さ

記

岡
谷
市
下
浜
区
浜
浦

不
　
　
明

双

体

像

高

３５
ｍ
×
巾
３５

ｃｍ

な
　
　
し



‐２
　

岡
谷

市

上
浜

公

民
館

下
道
祖
神

所

在

地
　
岡
谷
市
上
浜
区
上
浜

造
立
年
代
　
一テ
保
二
十

一
年
辰
三
月

（
一
七
三
六
年
）

像
の
形
態
　
双

体

像

大

き

さ

一局
８０

ｃｍ
×
巾

５０

ｃｍ

記
　
　
　
　
一テ
保

二
十

一
年

■

七
三
六
年
）
は
四
月
よ
り
天
文

と
改
元
さ
れ
た
。

‐３
　
岡
谷
市
新
屋
敷
道
祖
神

岡
谷
市
新
屋
敷
区
公
民
館
前

承
応
三
年

（
一
六
五
四
年
）

（伝
承

に
よ
る
）

双

体

像

（ま
も
う
は
げ
し
い
）

高

７５

ｃｍ
×
巾

７５

ｃｍ

造
立
年
代

の
は

っ
き
り
し
て
い
る
も
の
で
は

岡
谷
最
古
で
あ
る
。

所

在

地

造
立
年
代

像

の
形
態

大

き

さ

記



‐４
　

小
尾

口
旧
道
辻
道

祖
神

所

在

地
　
岡
谷
市
小
尾
口
区
野
村
医
院
前

造
立
年
代
　
不
　
　
明

　

．

像
の
形
態
　
双

体

像

大

き

さ
　
一口同
６６

ｃｍ
×
巾
６０

ｃｍ

記
　
　
　
　
な
　
　
し

:5

16

所

在

地

造
立
年
代

像
の
形
態

大

き

さ

一己一〓
ロ

岡
谷
市
小

口
区
道
祖
神

三
体
〈晶

）

岡
谷
市
小
日
区
薬
師
堂
境
内

不
　
　
明

右

双

体

像

左
　
双

体

像

右

一局
７５

ｃｍ
×
４５
ｃｍ

左

一局
７２

釧
×
巾
４５

ｃｍ

賀
茂
社
入
口
よ
り
道
路
拡
巾

の
折
り
移
す
。

-8-



!7

′
]ヽ

井
り||

上
′j、

`

井
り||

l日

道
道
祖
神

所

在

地

造
立
年
代

像
の
形
態

大

き

さ

記

岡
谷
市
小
井
川
区
往
還
下

明
治
二
十
七
年

（
一
八
九
四
年
）

文

字

碑

高
７０
ｃｍ
×
巾
８５
ｃｍ

な

　

　

し

‐８
　
小
井
川
賀
茂
神
社
道
祖
神
三
体
〈口結
の
内
↓

所

在

地

造
立
年
代

像
の
形
態

大

き

さ

記

小
井
川
賀
茂
神
社
境
内

不
　
　
明

双

体

像

高
１００

ｍ
×
巾
６０
ｍ

な

　

　

し



‐９
　
小
井
川
賀
茂
神
社
道
祖
神
三
体
〈口指
の
内
ι

所

在

地

造
立
年
代

像
の
形
態

大

き

さ

記

小
井
川
賀
茂
神
社
境
内

不
　
　
明

双

体

像

高

６５

ｃｍ
×
巾

５５

ｃｍ

な

　

　

し

２０
　
小
井
川
西
小
路
道
祖
神

岡
谷
市
小
井
川
区
横
川
山
事
務
所
西
側

不
　
　
明

文

字

碑

高

６５
ｃｍ
×
巾
８０

ｃｍ

な
　
　
し

所

在

地

造
立
年
代

像
の
形
態

大

き

さ

記



２‐
　

小
井

川
中

小
路
道
祖
神

所

在

地
　
岡
谷
市
小
井
川
区
中
小
路

造
立
年
代
　
不
　
　
明

像
の
形
態
　
双

体

像

大

き

さ
　
一局
８。
ｍ
×
巾
‐００
ｍ

記

　

　

　

な
　
　
し

２２
　

小
井

川
若

宮
道

祖

神

所

在

地
　
岡
谷
市
小
井
川
区
若
宮
八
幡
社
境
内

造
立
年
代
　
不
　
　
明

像
の
形
態
　
双

体

像

大

き

さ

一局
７５
ｃｍ
×
巾
４。
ｃｍ

記

　

　

　

な

　

し



２３

・
２４

所

在

地

造
立
年
代

像
の
形
態

大

き

さ

記

西
堀

八
幡
宮
辻
道

祖
神

西
体
〈口壺

岡
谷
市
西
堀
区
八
幡
官
辻

不
　
　
明

右

文

字

碑

左

文

字

碑

右

一局
７５
ｍ
×
巾
‐００
ｍ

左

一局
１００
ｍ
×
巾
７５
釧

な

　

し

２ ５

ｏ

２ ６

所

在

地

造
立
年
代

像
の
形
態

大

き

さ

記

西
堀

八
幡
宮
辻

道
祖

神

西
体
△口ご

岡
谷
市
西
堀
区
八
幡
宮
辻

不
万
　
明

右

双

体

像

左

双

体

像

右

一局
６。
ｃｍ
×
巾
４。
ｃｍ

左

一口昇

ｍ
×
巾
４。
ｃｍ

な

　

し

-12-



２７
　
湊
花
岡
湖
畔
街
道
脇
道
祖
神
三
体
合
指
の
内
↓

所

在

地
　
岡
谷
市
湊
花
岡
南
部
中
学
南

造
立
年
代
　
不
　
　
明

像
の
形
態
　
双

体

像

大

き

さ
　
一局
１２５

ｃｍ
×
巾
‐２５

ｍ

記
　
　
　
　
土日
旧
道
側
に
あ

っ
た
が
、
バ
イ
パ
ス
が
で
き
て

現
在
地
に
出
て
来
た
。

２８
　
湊
花
岡
湖
畔
街
道
脇
道
祖
神
三
体
〈稿
の
内
ι

所

在

地
　
岡
谷
市
湊
花
岡
南
部
中
学
南

造
立
年
代
　
不
　
　
明

像
の
形
態
　
双

体

像

大

き

さ

高
５５
ｍ
×
巾
４５
ｍ

記

　

　

　

な

　

し



２９
　
湊
花
岡
北
組
道
祖
神

岡
谷
市
湊
花
岡
北
組

不
　
　
明

双

体

像

高

５４

ｃｍ
×
巾

４‐

ｃｍ

石
垣
の
中

に
入

っ
て
い
た
も

の
が
道
路
ば
た

に
出
た
。

所

在

地

造
立
年
代

像

の
形
態

大

き

さ

記

３０
　
湊
小
田
井
道
祖
神
↑
孫
〈口祗
↓

岡
谷
市
湊
小
田
井
舟
玉
社
境
内

不
　
　
明

双

体

像

高
１２０

ｃｍ
ｘ
巾
‐０５

ｃｍ

九
月
十
日
に
祭
を
行
な

い
、
三
重

の
松
を

立
て
る
。

所

在

地

造
立
年
代

像

の
形
態

大

き

さ

記



３‐
　
湊
小
田
井
道
祖
神
■
体
〈結
こ

所

在

地

造
立
年
代

像

の
形
態

大

き

さ

記

岡
谷
市
湊
小
田
井
母
玉
社
境
内

不
　
　
明

双

体

像

高

４５

ｃｍ
×
巾

４５

ｍ

な
　
　
し

３２
　
湊
小
坂
道
祖
神

所

在

地

造
立
年
代

像

の
形
態

大

き

さ

記

岡
谷
市
湊
重
石

不
　
　
明

双

体

像

高
６５
ｍ
×
巾
４５

ｃｍ

な

　

　

し



３３
　
川
岸
熊
野
神
社
道
祖
神

所

在

地
　
岡
谷
市
三
沢
熊
野
神
社
境
内

造
立
年
代
　
不
　
　
明

像

の
形
態
　
双

体

像

大

き

さ
　
一局
４４

ｃｍ
×
巾

４３

ｃｍ

記

　

　

　

な
　
　
し

３４
　

川
岸

三
沢
墓
地

入

口
道

祖
神

所

在

地
　
岡
谷
市
三
沢

造
立
年
代
　
不
　
　
明

像
の
形
態
　
双

体

像

大

き

さ

一口昴

Ｃｍ
×
巾
３０

ｃｍ

記
　
　
　
　
上
部
欠
損



３５
　

川
岸
丸

山
道
祖
神

０

所

在

地
　
岡
谷
市
川
岸
丸
山
川
岸
支
所
西
側

造
立
年
代
　
明
治
二
十

一
年
戊
子
年

一
月
吉
日
（

像
の
形
態
　
双

体

像

大

き

さ
　
一局
１００

Ｃｍ
×
巾
‐１５

ｃｍ

記
　
　
　
　
な
　
　
し

３６
　

川
岸

丸
山
道

祖
神

②
　

　

　

　

　

　

　

ヽ

所

在

地
　
岡
谷
市
川
岸
丸
山
川
岸
支
所
西
側

造
立
年
代
　
不
　
　
明

像
の
形
態
　
双

体

像

大

き

さ

一局
３０
ｃｍ
×
巾
２５
ｃｍ

記
　
　
　
　
近
年
土
中
か
ら
多
数
の
石
仏
と
と
も
に
掘
り
だ
す
。

一
八

八

八

年

）



３７
　

川
岸

沢
水
源
道

祖
神

所

在

地
　
岡
谷
市
川
岸
新
倉
沢
水
源
下

造
立
年
代
　
不
　
　
明

像
の
形
態
　
双

体

像

大

き

さ

一口同
６０
ｍ
×
巾
３４
ｃｍ

記

　

　

　

な

　

し

３８
　

川
岸

新
倉

沢
中

道

祖

神

所

在

地
　
岡
谷
市
川
岸
新
倉
沢
中

造
立
年
代
　
不
　
　
明

像
の
形
態
　
文

字

碑

大

き

さ

一口同
３。
Ｃｍ
×
巾
２０

ｃｍ

記

　

　

写

真

左

-18-



３９
　
川
岸
新
倉
辻
道
祖
神

所

在

地
　
岡
谷
市
川
岸
新
倉
沢
村
辻

造
立
年
代
　
不
　
　
明

像

の
形
態
　
石
　
　
祠

大

き

さ
　
一局
６６

ｃｍ
×
巾
４‐

ｃｍ
×
奥
行
４６

ｃｍ

記
　
　
　
　
な
　
　
し

４０
　

川
岸

塩
坪

道
祖
神

所

在

地
　
岡
谷
市
川
岸
新
倉
塩
坪

造
立
年
代
　
不
　
　
明

像
の
形
態
　
双

体

像

大

き

さ

一局
４５
ｃｍ
×
巾
２３
ｃｍ

記
　
　
　
　
道
祖
神
が
蓮
台
に
乗

っ
て
い
る

-19-



４‐
　

川
岸

塩

坪

道

祖

神

所

在

地
　
岡
谷
市
川
岸
新
倉
塩
坪

造
立
年
代
　
不
　
　
明

像
の
形
態
　
双

体

像

大

き

さ

一口晶

ｍ
×
巾
８５
ｃｍ

記
　
　
　
　
彩
色
が
あ
る
。

４２

ｏ
４３

所

在

地

造
立
年
代

像
の
形
態

大

き

さ

一己一言
ロ

川

岸

夏

明

道

祖

神

岡
谷
市
川
岸
新
倉
夏
明

不
　
明

左
右
　
双
体
像

右
　
一口同
１２３

ｃｍ
×
巾
８０

ｃｍ

左

一口同
５０

ｃｍ
×
巾
３５

ｃｍ

な

　

し

（
二
体
合
指
）

-20-



４４
　
川
岸
夏
明
毘
沙
門
道
祖
神

岡
谷
市
川
岸
夏
明
毘
沙
門
前

不
　
　
明

石
　
　
祠

高

６５

ｃｍ
×
巾
２９

ｃｍ
×
奥
行
４５

ｃｍ

湖
北
地
区
で
は
め
ず
ら
し
く
と
と
の

っ
た
石
祠

で
あ
る
。

４５
　
川
岸
駒
沢
御
射
宮
司
道
祖
神

所

在

地

造
立
年
代

像

の
形
態

大

き

さ

記

所

在

地

造
立
年
代

像

の
形
態

大

き

さ

記

岡
谷
市
川
岸
駒
沢
御
射
宮
司
境
内

不
　
　
明

双

体

像

一局
７０

ｃｍ
×
巾
４５

ｃｍ

な

　

　

し

-21-



４６
　

川
岸
駒

沢
渡
之
芝

道
祖

神

所

在

地
　
岡
谷
市
川
岸
駒
沢
渡
之
芝

造
立
年
代
　
不
　
　
明

像
の
形
態
　
双

体

像

大

き

さ

一局
６０
ｃｍ
×
巾
４２
ｃｍ

記

　

　

　

な

　

し

４７
　

川
岸
駒
沢
清
水
屋
前
道
祖
神

所

在

地
　
岡
谷
市
川
岸
駒
沢
原

造
立
年
代
　
不
　
　
明

像
の
形
態
　
文

字

碑

大

き

さ

一局
８５

ｃｍ
×
巾
６６

ｃｍ

記

　

　

　

な

　

し



５０
　

川
岸

鮎

沢
薬

師

堂

上

道

祖

神

所

在

地
　
岡
谷
市
川
岸
鮎
沢
薬
師
堂
上

造
立
年
代
　
不
　
　
明

像
の
形
態
　
双

体

像

大

き

さ

一口昇

Ｃｍ
×
巾
４５
ｃｍ

記

　

　

　

な

　

し

５‐
　

川
岸
鮎

沢
薬
師
堂
裏

道
祖
神

所

在

地
　
岡
谷
市
川
岸
鮎
沢
薬
師
堂
墓
地

造
立
年
代
　
不
　
　
明

像
の
形
態
　
双

体

像

大

き

さ

一局
４０

ｃｍ
×
巾
３０

ｃｍ

記

　

　

　

な

　

し

-24-



４８
　

川
岸
駒

沢
新

田
道
祖
神

所

在

地
　
岡
谷
市
川
岸
駒
沢
新
田

造
立
年
代
　
不
　
　
明

像
の
形
態
　
石
　
　
祠

大

き

さ
　
一品
４５
ｃｍ
×
巾
３６
ｃｍ
×
奥
行
３２
ｃｍ

記
　
　
　
　
屋
根
が
乗
せ
ち
が
え
て
あ
る
。

４９
　
川
岸
鮎
沢
諏
訪
神
社
道
祖
神

所

在

地
　
岡
谷
市
川
岸
鮎
沢
諏
訪
神
社
境
内

造
立
年
代
　
不
　
　
明

像

の
形
態
　
文

字

碑

大

き

さ

一局
５９

ｃｍ
×
巾

４。

ｃｍ

記

　

　

　

な

　

し
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５２
　

川
岸
志

平
道

祖
神

所

在

地
　
岡
谷
市
川
岸
志
平
堂
庭

造
立
年
代
　
天
明
元
年
十

一
月
十
二
日
２

七
八

一
年
）

像
の
形
態
　
文

字

碑

（角
柱
）

大

き

さ
　
一局
５５
ｃｍ
×
巾
２０
ｃｍ
×
厚
１５
ｃｍ

記
　
　
　
　
年
代
の
わ
か
る
文
字
碑
と
し
て
は
諏
訪
地
方
最
古
で

あ

る

。

５３
　
川
岸
橋
原
道
祖
神

所

在

地
　
岡
谷
市
川
岸
橋
原
上

造
立
年
代
　
不
　
　
明

像

の
形
態
　
双

体

像

大

き

さ

一口同
６６

ｃｍ
×
巾

７５

ｃｍ

記

　

　

　

な

　

し
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５４
　

川
岸

橋

原

洩

矢

社
東

道

祖

神

所

在

地
　
岡
谷
市
川
岸
橋
原
洩
矢
神
社
東

造
立
年
代
　
不
　
　
明

像
の
形
態
　
双

体

像

大

き

さ
　
一口同
４６
ｃｍ
×
巾
４４

ｃｍ

記

　

　

　

な

　

し

５５
　
長
地
横
川
道
祖
神

所

在

地

造
立
年
代

像

の
形
態

大

き

さ

記

岡
谷
市
長
地
横
川
大
橋
下

明
治
三
年

（
一
八
七
〇
年
）

文

字

碑

高
６４

Ｃｍ
×
巾
６５

ｃｍ

な

　

　

し
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５６
　

長

地

横

川
溝

口
道

祖

神

所

在

地
　
岡
谷
市
長
地
横
川
溝

口

造
立
年
代
　
不
　
　
明

像
の
形
態
　
文

字

碑

大

き

さ
　
一局
７７
ｃｍ
×
巾
６５
ｃｍ

記
　
　
　
　
な
　
　
し

５７
　

長

地
横

川

横
道

道

祖

神

所

在

地
　
岡
谷
市
長
地
横
川
横
道

造
立
年
代
　
不
　
　
明

像
の
形
態
　
双

体

像

大

き

さ
　
一昌
５５
ｃｍ
×
巾
１００

ｃｍ

記

　
　
　
　
コ
ン
ボ
ー
タ
の
穴
多
し
。
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５８
　
長
地
横
川
南
道
祖
神
三
体
〈口脂
↓

所

在

地
　
岡
谷
市
長
地
横
川

造
立
年
代
　
不
　
　
明

像
の
形
態
　
双

体

像

大

き

さ

一局
４４
釧
×
巾
３９
ｃｍ

記

５９
　

長
地
横

川
南
道

祖
神

三
体
〈口詣
ι

所

在

地
　
岡
谷
市
長
地
横
川

造
立
年
代
　
不
　
　
明

像
の
形
態
　
文

字

碑

大

き

さ
　
一口同
１００

Ｃｍ
×
巾
‐００

ｃｍ

記
　
　
　
　
な
　
　
し
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６０
　
長
地
中
屋
道
祖
神

岡
谷
市
長
地
中
屋
公
民
館
前

不
　
　
明

双

体

像

高

５５

ｃｍ
×
巾

５０

ｃｍ

な

　

　

し

所

在

地

造
立
年
代

像
の
形
態

大

き

さ

″己

６‐

．
６２

所

在

地

造
立
年
代

像
の
形
態

大

き

さ

記

長
地
東
堀
道
祖
神

具
体
〈口指
↓

岡
谷
市
長
地
東
堀
八
幡
社
境
内

不
　
　
明

右
　
双
体
像

左
　
双
体
像

右

一局
７５
ｃｍ
×
巾
８８

ｃｍ

左

一局
６５
Ｃｍ
×
巾
６３

ｍ

な

　

し



６３

・
６４

所

在

地

造
立
年
代

像
の
形
態

大

き

さ

己一〓
ロ

長
地
東
堀
道
祖
神

具
体
〈結

ι

岡
谷
市
長
地
東
堀
八
幡
社
境
内

不
　
　
明

右
　
双
体
像

左
　
双
体
像

右

一局
６３

ｃｍ
×
巾

７８

ｃｍ

左

一局
５０

ｃｍ
×
巾

５４

ｍ

な

　

し

６ ５

・

６６

所

在

地

造
立
年
代

像
の
形
態

大

き

さ

己一〓
ロ

長
地
東
堀
道
祖
神

具
体
〈口祗
■

岡
谷
市
長
地
東
堀
八
幡
社
境
内

不
　
　
明

右
　
双
体
像

左
　
文
字
碑

右

高

７０

ｃｍ
×
巾

５０

ｃｍ

左

一局
７２

ｃｍ
×
巾
４０

ｃｍ

幸

の
神

の
文
字
碑

は
湖
北

で

一
ケ
。



６７
　

東

堀

赤

砂

権

現

下

道

祖

神

所

在

地
　
岡
谷
市
東
堀
赤
砂
権
現
下

造
立
年
代
　
不
　
　
明

像

の
形
態
　
文

字

碑

大

き

さ

一口同
７７

ｃｍ
×
巾

７５

ｃｍ

記

　

　

　

な

　

し
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桐

石
桐
は
神
を
杞
る
桐

（は
こ
ら
）
で
、
岡
谷
市
内
に
は
古
く
か
ら
村
人
達

に
杞
ら
れ
信
仰
さ
れ
て
い
た

石
桐
が
多
い
。
市
内
各
地
区
の
鎮
守
に
は

一
桐
か
二
桐
は
鎮
座
し
て
い
る
。
石
は
古
来
よ
り
神
霊
が
こ
も

る
も
の
と
し
て
庶
民
信
仰
の
な
か
に
生
き
て
お
り
現
在
も
続
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
立
派
な
石
桐
が
多
い
。

各
鎮
守
と
も
あ
る
時
代

（主
と
し
て
寛
政
年
間
中
）
に
い
っ
せ
い
に
石
官
か
ら
板
官
に
建
か
わ

っ
て
い
る

が
、
そ
れ
以
前
の
鎮
守
の
本
殿
は
ほ
と
ん
ど
が
石
桐
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
石
桐
の
内
、
天
王
森

・
小

口
賀

茂
神
社

・
下
浜
御
射
官
司
社

（み
し
ゃ
ぐ
う
じ
し
や
）
な
ど
の
桐
は
大
き
く
美
事
で
あ
る
。
造
立
年
代
は

資
料

・
刻
な
ど
に
よ
り
わ
か
る
も
の
が
四
桐
あ
る
。
小
日
賀
茂
神
社
境
内
の
石
桐

に
は
慶
安

四
年
辛
卯

（
一
六
五

一
年
）
と
読
み
と
れ
る
文
字
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
天
王
森
の
石
桐
は
資
料

「小
社
神
号
記
」
に
よ

り
明
暦
二
年

（
一
六
五
六
年
）
と
わ
か
る
。
下
浜
御
射
官
司
石
桐
の
寛
文
七
年

（
三
全
ハ
七
年
）、
川
岸
駒

沢

・
諏
訪
社
境
内
の
石
桐
天
和
二
年

（
一
六
八
二
年
）
な
ど
で
あ
る
。
西
堀
八
幡
社
に
あ
る
御
嶽
講
石
祠

は
唐
破
風
で
柱
飾
り
や
懸
魚

・
垂
木

・
虹
梁
な
ど
手
の
こ
ん
だ
細
工
が
し
て
あ
り
石
工
の
技
術
が
し
の
ば

れ
る
。
市
内
に
は

マ
キ
や

一
族
の
祝
殿
な
ど
の
小
形
で
は
あ
る
が
形
の
と
と
の
っ
た
も
の
が
見
ら
れ
る
が

こ
の
報
告
書
に
は
取
り
上
げ
て
な
い
。



―
　
新
屋
敷
天
王
森
石
祠

岡
谷
市
新
屋
敷
天
王
海
戸

明
暦

二
年

（
一
六
五
六
年
）

高
１７０

ｃｍ
×
巾
‐３０

ｃｍ
×
奥
行
剛

ｃｍ

「小
社
神
号
記
」
に
記
載
あ
り
。
下
す
じ

第

一
の
大
祠

で
あ
る
。

所

在

地

造
立
年
代

大

き

さ

記

２
　
下
浜
御
射
宮
司
石
祠

所

在

地

造
立
年
代

大

き

さ

記

岡
谷
市
下
浜
御
射
宮
司
境
内

寛
文
七
年

（
一
六
六
七
年
）

高
＝

ｃｍ
×
巾

８５

ｃｍ
×
奥
行
９４

ｃｍ

な
　
　
し
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３
　
小
口
賀
茂
神
社
石
祠

岡
谷
市
小

日
賀
茂
神
社
境
内

慶
安
四
年

（
一
六
五

一
年
）

高

１４４
×
巾

６９

ｃｍ
×
奥
行
６８

ｃｍ

岡
谷
で
め
い
の
わ
か
る
も

の
で
は
最
古

の

も
の
で
あ
る
。

記 大 造 所

き羊在
さ 代 地

４
　
今
井
自
山
権
現
石
祠

岡
谷
市
今
井
区
字
権
現

不
　
　
明

高
贈

ｃｍ
×
巾

８５

ｍ
×
奥
行
８８

ｃｍ

今
井
十
五
社
本
殿
石
祠

で
あ

っ
た
も
の
が
寛
政
年
間

に
同
所

に
移
さ
れ
た
。

「
小
社
神
号
記
」

所

在

地

造
立
年
代

大

き

さ

記
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５
　

西
堀

南
宮

社

石
祠

所

在

地
　
岡
谷
市
西
堀
区
八
幡
社
境
内

造
立
年
代
　
不
　
　
明

大

き

さ
　
一品
６４
ｍ
×
巾
４０
ｃｍ
×
奥
行
２７
ｃｍ

記
　
　
　
　
昔
は
横
河
川
沿
に
あ
り

「御
頭
郷
御
射
宮
司
お
ろ
し
」

な
ど
の
神
事
も
お
こ
な
わ
れ
て
、
当
地
方
と
し
て
は
重

要
な
神
社
で
あ

っ
た
。

６
　

西
堀

八
幡

社

石
祠

所

在

地
　
岡
谷
市
西
堀
区
八
幡
社
境
内

造
立
年
代
　
嘉
永
六
年
癸
丑
２

八
五
三
年
）寄
附
帳
に
よ
る

大

き

さ
　
一局
１２５

ｃｍ
×
巾
８６
Ｃｍ
×
奥
行
１１７
ｍ

記
　
　
　
　
御
獄
講
中
に
て
祀
を
行
な

っ
て
い
る

西
堀
講
中
四
十
六
軒
位

石
工
　
西
山
田
　
平
蔵



７
　
下
今
井
山
之
神
石
祠

所

在

地

造
立
年
代

大

き

さ

記

岡
谷
市
中
山
字
山

之
神

不
　
　
明

高
硼

ｃｍ
×
巾

９４

ｃｍ
×
奥
行
１２０

ｃｍ

も
と
問
下
十
五
社
本
殿
石
祠

８
　
川
岸
駒
沢
諏
訪
社
石
祠

所

在

地

造
立
年
代

大

き

さ

記

岡
谷
市
川
岸
駒
沢
諏
訪
神
社
境
内

天
和

二
年
壬
成

（
一
六
八
二
年
）

高

９７

ｃｍ
×
巾

８７

ｃｍ
×
奥
行
８４

ｃｍ

ま
お
お
さ
ま
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道

道
じ
る
べ

（道
標
）
は
旅
を
す
る
人
々
へ
の
土
地
の
人
達
の
心
く
ば
り
か
、
た
と
え
ば
、
長
地
地
区
に

は
塩
尻
道
の
文
字
と
手
の
指
さ
し
図
を
刻
ん
だ
ほ
ほ
え
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。
本
来
道
じ
る
べ
は
、
江
戸

時
代
に
徳
川
幕
府
に
よ
る
道
路
整
備
策
と
あ
い
ま

っ
て

一
里
塚
な
ど
と
共
に
処

々
に
立
て
ら
れ
た
も
の
が

多
い
。
本
来
目
的
地

（
つ
ぎ
の
宿
場
、
ま
た
江
戸

・
京
都
な
ど
）

へ
の
里
程
な
ど
を
刻
ん
だ
も
の
が
多
い

が
、
岡
谷
地
方
に
は
里
程
を
刻
ん
で
あ
る
も
の
は
見
あ
た
ら
な
い
。
ま
た
供
養
塔
や
石
神
を
兼
ね
た
も
の

も
あ
り
、
第
六
天＜
の
台
石
に
刻
ん
だ
も
の
や
逆
に
道
標

へ
百
万
遍
供
養
塔
な
ど
を
刻
ん
で
供
養
し
て
い
る

も
の
も
あ
る
。
岡
谷
地
方
は
古
来
鎌
倉
街
道
が
長
地
山
の
手
を
廻
り
、
今
井
間
下
岡
谷

の
西
山
山
麓
か
ら

川
岸

へ
天
竜
川
を
渡

っ
て
湊
の
山
裾
を
神
官
寺

へ
通
ぅ
て
お
り
近
世
に
は
中
仙
道

・
伊
那
道
が
通
過
し
て

い
る
。
こ
と
に
中
仙
道
は
五
街
道

の

一
つ
で
開
通
の
初
期
に
道
路
の
つ
け
か
え
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
道
筋
に
は
道
じ
る
べ
の
立

っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。

修
験
道
者

（山
伏
）
の
信
仰
し
て
い
た
仙
神
で
こ
れ
が

一
般
に
広
ま

っ
た
も
の
で
あ
る
。

慶
長

一
九
年
に
三
沢
筋
か
ら
塩
尻
峠
筋

へ
移

っ
た
。
『岡
谷
市
史
』

(2)(1)



―
　
三
沢

一
里
塚
下
道
標

所

在

地

造
立
年
代

大

き

さ

記

岡
谷
市
川
岸

三
沢

不
　
　
明

高

８０

ｃｍ
×
巾

６０

ｃｍ

右
　
小
野
木
曽
道

左
　
伊
那
三
州
道

２
　
川
岸
観
蛍
橋
わ
き
道
標

岡
谷
市
川
岸
新
倉
観
蛍
橋
脇

嘉
永
六
癸
巳
三
月

（
一
八
五
三
年
）

高

７０

ｃｍ
×
巾
７０

ｃｍ

妨　』」ピ醸
へ一徳之水神

所

在

地

造
立
年
代

大

き

さ

記:鶴



３
　
川
岸

一
里
塚

■
十
七
里
塾

岡
谷
市
川
岸

三
沢
塚

の
元

人
正
十
四
年
六
月

（
．
九

二
五
年
）

高
８５

ｃｍ
×
巾
９０

ｃｍ

表
面

　

一
里
塚

一異
面

　

一
里
塚
は
其

の
起
源
年
代
を
審

に
せ
ず
徳
川

氏

の
治
世

に
至
り
略
備
る
諏
訪
郡
川
岸
村
三
沢
区

に

そ
の
遺
蹟
あ
り
明
治
大
正

の
世
交
通

の
発
達

に
伴
ひ

遺
蹟
潮
く
煙
滅
せ
む
と
す
三
沢
区
青
年
会
之
を
慮
り

其

の
保
存
を
策

し
碑
を
立
て
之
を
永
久

に
伝

へ
ん
と

十
７
…
ニ
ム
々

人 造 所

き拳在
さ 代 地

４
　
花
岡
権
現
道
標

所

在

地
　
岡
谷
市
湊
花
岡
権
現
三
叉
路
辻

造
立
年
代
　
不
　
　
明

大

き

さ

一日晏

Ｃｍ
×
巾
２０

ｃｍ

言己

右
　
作
場
道

左
　
神
官
寺
道



５
　

長
地
扇
橋
道

標

所

在

地
　
岡
谷
市
長
地
中
屋
扇
橋

造
立
年
代
　
不
　
　
明

大

き

さ

一局
５０
ｍ
×
巾
３０
ｃｍ

記
　
　
　
　
塩
尻
道
指
さ
し
の
刻
あ
り

６
　

長
地
中
屋
道
標

所

在

地
　
岡
谷
市
長
地
中
屋
公
民
館
西

造
立
年
代
　
不
　
　
明

大

き

さ
　
一局
６３
ｍ
×
巾
４５
ｃｍ

記
　
　
　
　
左
　
塩
尻
道
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７
　

長
地
中

屋
道
標

所

在

地
　
岡
谷
市
長
地
中
屋
ヱ
ノ
キ
垣
外

造
立
年
代
　
不
　
　
明

大

き

さ

一局
５０
ｃｍ
×
巾
３。
ｍ

記
　
　
　
　
右
　
塩
志
り
道

８
　

長

地
中

村
屯

所
辻

道

標

所

在

地
　
岡
谷
市
長
地
中
村
屯
所
辻

造
立
年
代
　
不
　
　
明

大

き

さ

一局
５０
ｃｍ
×
巾
３。
ｍ

記
　
　
　
　
左
　
塩
尻
道
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９
　

長

地
東

堀

旧
道

辻

道

標

所

在

地
　
岡
谷
市
東
堀
中
町

造
立
年
代
　
寛
政
三
年
辛
亥
十
二
月

（
一
七
八
九
年
）

大

き

さ
　
一局
１３０

ｃｍ
×
巾
７３
ｃｍ
×
厚
６０
ｃｍ

記
　
　
　
　
右
　
中
仙
道

左
　
い
な
み
ち

百
万
遍
供
養
塔
の
刻
あ
り

１０
　

長
地
東
堀

八
幡
社
境
内
第

六
天
み
ち
じ
る
べ

所

在

地
　
岡
谷
市
長
地
東
堀
八
幡
社
境
内

造
立
年
代
　
安
政
五
年
九
月

（
一
八
五
八
年
）

大

き

さ
　
ム
ロ
　
高
晰

ｃｍ
×
巾
７０
ｃｍ

碑
　
一局
晰

Ｃｍ
×
巾
８７
ｃｍ

記
　
　
　
　
第
六
天
石
碑
台
石

左
　
飯
田
道
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編
集

後

記

岡
谷
市
に
は
多
種
類
の
石
造
物
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
庚
申

ｏ
第
六
天

・
二
十
三
夜

塔

・
供
養
塔

・
石
仏

・
馬
頭
観
音

・
石
瞳

・
石
燈
籠
そ
の
他
―
―
な
ど
の
う
ち
、
こ
の
第

一

集
に
は
、
道
祖
神

・
石
桐

・
道
標
を
と
り
あ
げ
ま
し
た
。
ね
ら
い
は
石
造
物
の
戸
籍
簿
と
い

う
考
え
方
で
収
録
し
ま
し
た
。

道
祖
神
や
道
標
は
近
年
の
道
路
整
備
や
土
地
拡
張
工
事
な
ど
で
、
ほ
と
ん
ど
が
そ
の
位
置

を
再
三
動
か
さ
れ
て
い
て
最
初
に
建
立
し
た
場
所
は
、
な
か
な
か
は

っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
し

た
が

っ
て
付
録
の
地
図
に
記
入
し
た
位
置
は
、
現
在

の
位
置
を
示
し
ま
し
た
。

石
造
物
の
伝
承
や
祭
指
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
土
地
の
古
老
に
聞
き
と
り
調
査
を
考
え

て
い
ま
す
が
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
こ
と
で
す
。
種

々
の
こ
と
が

ら
に
つ
い
て
は
博
物
館
を
は
じ
め
多
く
の
先
生
方
か
ら
、
御
教
授
を
い
た
だ
き
上
梓
の
は
こ

び
と
な

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（上
条
記
）

市内道祖神 0石桐 0道標一覧表

種  別
双
体
像

文
字
碑

石
　

桐

そ
の
他

年
代
刻

〈
口
　
計

道 祖 神 47 17 3 7 67

標道 9 10 道標 につ いては
一里塚があ る。

桐石 8 4 8

(石桐についてはマキやその他の祝殿などの小桐は取 り上げてない。)
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